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昭和35年度予算成立

浦
田
申
学

土
木
失
対

　
場
番
　
　
　
所

役
且
闇

　
　
　
所

所
町
通
　
却

行
山
山

発
之
警
堕

　
　
　
　
高
、

　
松
竃
　
　
　
あ

九
六
〇
得

五
茜
得

・
総
額
は
五
千
六
百
七
十
二
万
円
…
…

川
町
定
例
議
会
堅
（
る
三
月
十
臼
、
十
一
日
の
両
日
に
わ
た
つ
て
町
役
場
で
開
催
さ
れ
た
。

議
員
二
十
六
名
全
員
出
席
の
も
と
に
別
項
の
よ
う
に
昭
和
三
十
五
年
度
予
算
総
額
五
千
六
百
七

十
二
．
万
円
を
審
議
原
案
通
り
可
決
し
た
・
（
下
の
パ
イ
図
表
参
照
）

昨

隻
髭
べ
義
淫
4
　
　
　
　
…
マ
．
萎
よ
隼
蓼
皿

四
七
一
万
円
の
増
と
な
る
・
　
　
…
結
局
乏
し
い
財
源
の
三
八
％
ウ
教
皿
一
一
σ
O
万
円
⇒
土
禾
費
で
一
〇
〇
一
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ユ

　
こ
の
財
源
と
し
て
町
民
税
率
の
芸
湿
貨
に
、
さ
か
ね
ば
な
ら
玄
他
…
万
円
産
業
費
で
一
〇
Q
万
円
↓

五
割
引
き
あ
げ
に
ょ
り
一
七
一
万
一
の
部
門
に
つ
い
て
儀
経
常
費
の
｝
そ
の
他
で
一
〇
〇
、
万
円
削
滅
さ
れ
…

円
寝
二
8
再
な
｛
霜
囲
延
ま
る
と
蕃
で
あ
㎜
奄
の
で
麹
　
　

．

こ
れ
ら
に
充
当
す
菟
又
、
歳
出
｛

で
に
浦
田
中
学
校
の
新
築
、
失
業
．

嚢
＄
一

な
ど
が
そ
の
主
な
も
の
と
な
つ
て
．

い
る
が
、
尚
新
年
度
に
お
け
る
主
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
瓢
桑
計
画
は
別
表
の
通
り
で
あ
…
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奏
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×
農
家
組
合
長
会
開
催
さ
る
×

　
新
年
度
農
家
組
倉
浜
会
議
は
、

四
月
十
八
日
午
前
役
場
で
開
催
さ

れ
、
佐
藤
■
町
長
か
ら
本
年
度
農
業

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
説
朋
、
実

施
に
つ
い
て
各
農
家
へ
の
周
知
徹

底
と
協
力
」
嚢
請
し
占
㌔

当
日
説
明
さ
れ
弛
農
業
予
算
の
あ

ら
ま
し
ば
二
薔
に
燭
戦
し
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
二
階
讐

㎜
暴
籔
楼
い
よ
い
主
ハ
真
蟻
功
の
孟
で
亀
．

月
十
日
着
工
さ
れ
る
。
新
校
舎
は
■

一
字
湯
の
島
に
九
四
五
平
米
（

浦
田
中
学
校
い
よ
い
よ
着
工

か
ね
て
審
議
中
で
あ
つ
た
浦
田
二
八
六
坪
）
で
八
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
末
に
竣
功

宿
命
は
踏
破
さ
れ
る
か

地
す
べ
り
工
手
い
虻
着
工
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
謬
農
林
省
直
営
工
事
　
｝
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昨
年
農
林
省
の
指
定
憲
又
け
た
『
せ
き
堤
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
計
画
さ
・
耕
地
継
楴
事
業
八
、
O
Q
Q
万
円
㎜

耀

ことしの町の主な享業は

璽籔蕪雛』1

議戴妻曼1磯1

1織ll講
鱗穐儲獣暢も心糟
　　　　　　一一・…一早　　　一…一一

ll難難墨
ま
れ
蓋
茎
完

1筆難1華纏…、

縫蝶四　く疹髄翫
項　　　　目 予　算　額 内　　　　　　　　　　　容

ガソリンポンフ纏を 510，000 松之山五十チ平上湯小型18正P

道路維持修繕費 5D99000 町道維持修繕費

道路新設改良 1，400，000 中尾地内70万湯本地有50万天ノ島～中坪20万

橋　渠　架　替 650，000 赤倉橋50万　金鉢橋55万

浦田中学校新築 9590，000梶鵬そ5・・坪麗5万欝勤・・万纏乙4万円

共同浴場便所 150，000 湯本共同浴場　便所

失業対策費 2，046，575 1日25人x500日分町道改修

土地交換分合 290，000 中尾　藤倉地内

勧業奨励費 595β90 背負型ミスト機　撒粉機

土地改良事業 470，GOO 開田1喪道

か乎野ユム匹色ひあ払マ・た㌧」和

　
9
●
　
　
■
　
O
●
　
　
●
●
り
　
　
O
　
O
●
　
　
σ
　
■
0
　
　
●
●
●

は
四
月
二
ふ
．
日
ま
で
に
必
ず
全
部

お
返
し
下
さ
い
o
貸
出
し
は
A
霧
・

四
月
三
十
日
ま
で
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
需

■
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く
る
病
曾
の
発
育
調
べ
）

　
　
　
検
診
終
る

　
四
月
五
日
か
ら
四
日
聞
に
亘
り

皿
新
大
広
嚢
に
よ
つ
で
行
お

た
く
る
病
の
嬉
皿
診
が
終
つ
た
Q
受

詮
毘
は
二
六
事
ム
で
そ
の
結
果
は

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
o

各町村予算の比較

国
保
会
計
予
算

療
養

給
付

項　　目 松之山 松　　代 安　　塚 牧
中頸城
似倉町

刈羽　1

高柳町
予　算　総　額 5672万 6，689 5559 4540 6，486 5456
市　町村税

地方交付税
そ　　の　　他

54の％

40．5

255

54一％

45乙

20．0

354％
4Z4
窪ス2

48．5％

366
14．9

559％
21．↑

25の

285％
4G．5

51．2

　
　
　
　
　
　
も
，

♂
、
九
6
6
円

O
歳成

立
入

（

1
受
診
り
つ
一

　
国
氏
健
康
保
険
会
訂
予
算
二
千
四

百
四
十
万
円
も
一
般
会
計
予
算
成
立

徳
引
き
つ
ず
寛
番
議
さ
れ
同
日

成
立
し
結

卸
ち
歳
入
で
は
国
保
税
九
〇
二
万
円

一
、
．
医
療
費
は
入
院
一

般
と
本
五
割
給
付
で
す

；
助
産
給
付
と
し
て

出
生
届
け
の
際
千
円

ヵ
支
給
し
ま
す
。

ミ
育
児
手
当
金
と
し

て
干
二
百
円
（
出
生
か

ら
六
ケ
月
後
）
を
支
給

し
ま
す
。

四
“
覆
心
費
と
し
て
死

亡
届
け
墾
円
を
交

蛤
し
ま
す
。

嚢れ

蓼
ぎ
は
そ
の
趨
反
必

必
す
届
け
て
下
さ
い
・

市町村税以下各欄の％は総額に対する百分珪

項　　　目 松之山 松　　代 安　　塚 牧
中頸城
板倉町

メ糠獅ワ餌

議　　会　　費 1．5％ 1．8％ 了．9％ 1．8％ 29％ 2．0％

役　　場　　費 182． 1Z7 22．2 2e．1 1％ 1．8

警　察。消　防 2．4 8．0 56 98 28 1．6

土　　木　　貨 158 89 11．9 59 67 94

教　　育　　費 乙82 07う乙〆．1 5z1 55．4 559 26ρ

失対・社会福祉 71 59 55 ZO ZO 11．1

保　健・衛　生 2．6 2．5 1．ア 2．5 1．4 57

産業振興賞 8．1 162 68 Z7 ↑2．2 』192

町　負　債　費 55 57 ろ4 49 69 30

そ　　の　　他 50 ！　5．6 59 4．9 5．窪

○
歳

出

諜
襟
）

五
％
の
増
加

で
一
世
帯
当
り
四
八
七
五
円
又
歳

出
で
は
標
養
給
付
費
一
〇
五
二
万
円

被
保
険
者
一
人
当
2
、
九
〇
∩
円
と

な
つ
て
い
る
o
浦
田
、
湯
本
直
営
診

療
所
璽
怨
炎
と
と
も
に
、
被
保
険
者

の
鳳
蚤
肇
最
近
＝
奪
間
で
一
五

～
二
〇
％
嵩
ま
つ
て
い
る
が
、
国
庫

調
整
交
伺
金
も
従
来
の
療
養
給
付
費

に
対
す
る
五
％
か
ら
十
五
％
に
引
ぎ

上
げ
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
o

》
【
】
【
多
葦
《

　
一
部
負
担
金
の
徴
収
は

こ
と
し
も
今
ま
で
通
り

で
は
お
お
む

ね
今
ま
で
通
り
一
部
負
担
金
は
後
臼

払
い
と
な
り
ま
す
が
、

県．

外
の
場
合
は
大
体
全
額
窓
口
払
い

と
な
り
ま
す
か
良
あ
ら
か
じ
め
役

場
へ
贈
翼
租
下
さ
つ
て
戻
甕
の
受
領
『

証
は
こ
ち
ら
で
定
め
た
用
紙
に
よ
つ

て
下
さ
い
。

瑠露…づ

一
’

　
こ
の
こ
と
を

お
麹
・
い
の
方
p

で
知
ら
な
い
人

が
お
り
ま
せ
ん

か。

次
の
よ
ラ
な

人
犠
場
の
係

に
お
闘
吏
下
さ

い
。

来
る
五
見
＋

六
日
ま
で
に
請

求
し
な
い
と
時

効
に
よ
り
権
科

を
失
い
ま
す
か

ら
ζ
章
さ

い
。一

、
引
揚
者
給
付
金
を
受
け
る
方

曳
終
戦
の
日
（
昭
和
二
十
年
八
月

十
五
日
但
し
ソ
連
地
区
の
人
は
八

月
九
日
）
で
引
続
き
六
ケ
月
坦
上

外
地
に
活
て
引
揚
げ
て
釆
た
人

2
、
溝
州
開
拓
者
、
青
少
年
議

5
、
家
族
同
伴
の
軍
人
蟹
族
や
外
地

で
応
召
し
（
器

復
、
単
身
軍
族
は
仕
事
の
内
容
や
、

場．

所
、
期
間
等
で
い
ろ
い
ろ
あ
ワ

珪
す
。

5
、
終
戦
の
時
、
外
地
に
居
た
が
、

丁
度
、
旅
行
等
で
内
地
に
居
た
人

6
轟
終
戦
後
、
残
留
し
昭
和
二
十
七

年
四
月
二
十
九
日
以
後
引
揚
げ
て

　
き
た
人

二
、
遺
族
総
付
金
ウ
受
け
る
人

1
、
前
に
あ
げ
た
人
で
昭
和
三
十
二

年
三
月
三
十
一
日
前
に
亡
，
￥
な
つ

た
人
露
提
冷

2
、
終
戦
の
日
（
但
し
ソ
連
は
八
d
、

地
で
死
亡
し
た
人

　
の
灘
旋
（
こ
の
中
に
は
祖
父
母
、

兄
露
妹
善
む
）

一15一
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ことしの蔑業予算

．
、
。
．
年
の

今｝
●
∂
農
葉
r

計
．
画
が
き
ま
一

ウ
ま
し
も

次
に
そ
の
あ
｝

轟
り
ま
し
を
説

明
し
ま

す
。
こ

の
ラ
ち繍醸に

つ
い
て
は

磐
塾
艮
㎜

を
週
じ
て
具

体
的
な
内
容
…

を
お
知
嚢

し
嚢
す
か
ら

－
せ
い
ぜ
い
ご
協
刀
下
さ
る
よ
う
強

て
望
み
ま
す
。

　
動
力
撤
紛
機
十
二
台

　
を
増
設

．
一
、
耕
種
舞
費
は
七

一
っ
て
お
り
、
謬
．

璽
霧
譲
舞

㎝
十
九
万
円
で
牛
十
五
頭
の
導
く
［

ハ一
摯
翠
七
、
再
が
主
た
ゑ
．

㎜
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
ほ
か
サ
イ
b

…
の
馨
編
助
す
る
こ
と
髪
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
り

動
霰
粉
幾
の
増
設

十
八
万
円
℃

…
ん
ぶ
ん
機
十
二
台
の
増
設
に
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
オ

㎝
万
円
他
は
水
稲
、
大
豆
、
小
豆

の
慶
X
や
、
農
研
ク
ラ
ブ
を
助
成
■

．
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
…

…
総
額
で
昨
年
よ
り
三
十
四
万
円
減

牛
の
利
子
袖
跡
と
粛
田

　
－
予
算
額
は
昨
年
よ
り
減
少
－

　
　
　
　
　
｝
』
の
5
ち
動
力
さ
．

〔
藷
で
、
留
二
へ
多
ル

　
（
三
町
歩
）
を
見
込
奏
こ
れ
に

助成

す
る
ほ
爽
小
規
模
な
農
道

石
永
路
の
整
備
拳
る
訓
画

に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
ヘ
ユ
年
は
農
』
改
誉
及
員

用
の
パ
イ
ク
套
幡
直
．
、
皆
様
の

こ
れ
も

昨
年
よ

り
二
＋

四
万
円
㎝

減
つ
て

い
ま
す

三
、
養
蚕
棄
釆
関
係
は
十
六
万
円
『

㎜
で
稚
蚕
共
同
飼
育
の
助
成
が
王
た
・

る
も
の
で
す
。

　
開
田
　
三
ヘ
ク
タ
ー

　
ル
を
見
込
む

、
四
、
土
地
改
良
事
“
詣
因
係
は
四
十

多
多

［
営
農
相
談
に
一
層
の
便
を
は
か
り

㎜
た
い
つ
も
り
で
す
。

一
　
　
　
　
¢
奮

　
　
　
　
　
　
　
θ

藻雪地1ミ

　
…
業
郷
．
貫
縷
制
度
震
業
．

　
農・

：
・
　
共
洛
…
）
の
改
正
が
叫
ば
れ

て
い
る
事
は
皆
様
も
ラ
ジ
オ
や
新

聞
等
で
御
承
知
の
事
と
思
い
ま
す

稲
作
の
技
術
も
進
み
病
害
虫
の

駿．

低
し
イ
振
糞
包
藝

共
済
の
不
必
要
を
唱
え
る
看
が
多

く
な
り
却
墓
架
団
『
体
か
ら
こ
の

制
度
の
根
本
改
正
を
強
ぐ
要
望
す

る
よ
5
に
な
り
ま
し
尾

国
で
は
農
林
予
算
の
一
割
近
い
百

十
五
億
円
の
お
金
を
出
し
な
が
ら

一
般
股
家
か
ら
は
喜
こ
ば
れ
な
い

と
い
う
矛
盾
か
ら
去
年
こ
の
制
度

の
改
正
に
つ
珍
攣
る
よ
5

に
な
り
ま
し
ち

　
掛
け
す
て
と
少
額

　
な
共
済
金
に
不
漫

“
穀
制
度
に
対
す
ゑ
驚
大
き

組
合
事
藷
賦
課
金
が
多
い
等
が
主
な

臨
由
だ
と
思
い
ま
す
o
農
林
省
で
は

こ
の
点
に
重
ぎ
を
お
ぎ
改
正
す
る
よ

｝
で
す
が
そ
の
改
正
の
中
核
を
な
す

市総
町合
村黎
1こ墨

η、度

　る～

な
不
満
は
掛
金
の
掛
捨
て
と
災
害

を
受
け
て
亀
共
済
金
は
少
額
で
農

家
詮
営
の
安
定
に
役
豆
た
な
い
事

評
価
が
不
均
衡
で
あ
る
事
及
び

も
の
は
次
の
通
り
で
す

一
、
罷
葉
所
得
璽
女
定
確
保
2
閥
．

農
作
物
の
損
失
を
補
て
ん
す
る
〇

一
、
こ
の
制
度
の
対
象
は
主
と
し
て

農
業
所
得
に
依
奢
て
い
騨
震
家
の

み
に
す
る
か
。

一
、
こ
の
制
度
が
災
竃
消
策
の
中
核

奪
よ
5
に
す
る
か
o
　
寝
ふ
晶

《
〆
亀

農業共灘胎から

減
．
税
と
振
興
9
子
を

　
　
東
．
虫
姻
、
中
彙
の
町
村
民
竺
体
と
な
ぞ

東
頸
城
を
？
心
と
し
た
よ
馨
「

害
対
策
協
議
会
は
四
月
十
五
日
松
．

之
山
町
役
場
で
、
小
山
県
展
業
A
F

藁
葵
武
漬
護
聾
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
議
釜
長
及
び
中
、
東
頸
堀
郡
一

農
委
農
協
代
表
ら
二
十
余
名
が
㎝

参
県
し
て
開
か
れ
蚕
帯
に
■

図
れ
。
」
と
関

係方面

へ
次
の
．
要
望
を
す
る
こ
と
‘

に
な
つ
結

1
、
固
定
資
産
を
再
評
価
し
工
評

．
価
額
を
全
面
的
に
引
翫
雫
げ
る
と

と
も
に
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
を

引
き
上
げ
る
た
め
税
制
を
改
め
て
・

ほ
し
い
。

2
、
豪
聾
掘
帯
の
市
町
村
は
教
育

公
萎
畝
に
多
大
な
財
政
支
出
を

し
て
い
る
の
で
、
積
雪
条
脊
を
考

慮
し
て
、
特
別
交
付
税
を
ふ
や
し

て
ほ
し
い
。

3
、
現
行
の
土
地
改
艮
治
山
治

水
霞
雛
架
9
蕪
撃
ゲ
鳶
撤
雪
地
帯
に
適

ナ
ろ
よ
5
改
め
て
ほ
し
い
o

蜜
線
の
務
取
裁
い
然

7減寒

な
い
よ
之
川

　
岡
奏
蕪
踊
で
塔
劇
鉄
な
燈
一
対
策
．

と
し
て
考
え
て
い
る
飯
山
線
の
・
今
後
中
角
沼
郡
レ
含
履
嚢
冨
対

貨
物
取
扱
」
駅
を
減
ら
す
と
い
う

策
と
を
併
せ
て
運
動
を
す
す
め
る

措
置
に
反
対
す
る
事
を
取
上
げ
、
・
こ
と
に
な
つ
た
o

雪
の
た
め
毎
年
百
二
十
万
円

　
　
…
松
之
山
町
の
出
費
…
…

　
長
鯵
ヨ
の
た
め
町
の
一
般
会
・

計
か
ら
の
出
費
だ
け
で
次
の
よ
5

に
な
つ
て
い
る
（
留
三
年
統
討

・
調
べ
）
　
単
位
干
円

　
公
立
建
物
の
験
剰
　
四
二
八

　
県
道
や
村
道
の
道
付
　
二
九

　
お
　
て
　
　
が
の
　
な
　
ハ
ム
チ

．
護
霧
の
鏑
三
八
七
…

　
ね
ん
り
よ
5
公

　
　
　
重
、
＝
七
壬
円

こ
の
額
は
平
年
降
雪
量
の
場
合
で
…

あ
つ
て
最
低
経
賞
．
實
で
町
の
．
総

蕃
田
額
の
二
・
七
％
に
な
る
。

学
校
で
は
こ
の
ほ
か
　
除
雪
料
や

薪
代
な
ど
は
後
接
会
か
ら
独
自
に

支
弁
を
仰
い
だ
り
、
生
徒
か
ら
現

、
物
を
徴
し
て
補
充
し
て
い
ス
実
状

』
で
あ
る
。

災
害
対
策
〉

一
、
高
被
害
地
低
被
書
地
各
々

の
補
償
内
容
を
考
慮

一
、
事
務
を
間
素
化
す
る
と
と
も
に

（竜派和平氏ぢ）矯諸ぜ

農誓経鴬（
の
ポ』

皆さんの投書によつて

かくれに研究家　技術者を紹介する

票
で
選
ば
れ
↑
竃
糞
五
名
の
互
選
　
一
、
至
万
円
位
震
道
関
係
を
除
［
、

に
ょ
る
o
班
長
は
ニ
ケ
年
　
農
家
　
く
）

墾
浸
は
ヲ
年
の
猛
　

、
二
、
黎
o
％
見
立
言
％
．

五
、
お
互
が
経
済
的
に
余
裕
が
な
『
三
、
農
道
一
〇
〇
米
（
田
愚
孟
聖

く
な
っ
た
こ
占
個
△
轟
義
の
度
が
一
の
麺
長
重
溜
工
。

山
。
響
“
つ
た
り
、
民
主
轟
授
圭
こ
の
ほ
か
地
、
乙
島
罎

左
豆
鋼
の
自
由
が
あ
つ
た
り
で
、
　
』
工
事
を
早
急
に
実
施
し
て
ほ
し
い

や
り
ず
ら
い
こ
と
o
　
　
　
　
　
　
と
希
望
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
…
」
，
｛
1
－
9
1

ぶどう

人
ヒ
又
詮
毛
ら
†
寡

今
年

標モ塑喰鐸

漿巖
畿つ璽
。看碧んε

　畜’
曽轡

は
三
万
円
を

（∫｝）

　（設問は1頁に登載）

部落長さんにアンケート

一
軌
．
．
．
…
…
…
．
：
…
。
．
．
．
．
．
…
．
．
隔
．
四
．
．
岬

●
橋
の
か
け
替
え
と
新
生
沽
運
動
の
推
進
、
”

”
・
…
：
…
。
：
●
…
●
…
：
●
…
…
…
『
…
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

｝
　
二
9
0

万
円
，

一
一
、
均
等

割
二
〇
％

資
産
割
三

Q
％
所

束川部落長

小野塚光男（55才

、
曙
松
Z
申
衷
の
橋
架
替

工
事
。
護
岸
工
事
Ω
韓
蓬
動

　
こ
の
ほ
か
、
新
生
沽
運
勤
と
新

　
　
設
を
基
と
し
た
公
民
館
活

動
を
す
～
め
た
い
し
饒
心
つ
て
い
ま

す。

山
ハ
、
な
し

七
、
松
之
山
時
潤
を
な
ぐ
す
る
よ

う
努
め
て
ほ
し
い
。

り
　
じ
の
ロ
じ
　
ヨ
　
じ
じ
ロ
ロ
　
ロ
　
し
ロ
　
じ
じ
じ
し
　
　
ず

…
今
年
は
盤
導
匹
畏
に
｛
勇
由

“
●
D
：
●
●
2
：
：
．
：
●
；
●
：
。
●
L

四
、
特
に
都
合
の
悪
い
人
を
除
い

一
て
順
番
に
や
つ
て
い
る
。

五
、
労
力
の
不
足
が
一
番
の
原
因

一
だ
・
角
心
缶
仕
亭
を
可
能
か
限
り

一
わ
け
て
、
大
勢
が
分
担
し
合
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
O

　
…
計
画
性
と
希
望
の
あ
る
町
政
を
甲

㎜
　
り
。
…
…
…
…
．
…
：

一
上
川
手
部
落
長

｝
　
村
山
正
二
六
余
）

一
一
、
二
十
六
万
円

㎜
二
、
各
班
代
表
二
名
ず
つ
で
、
二
〇

㎜
名
の
委
貝
会
を
作
り
見
立
よ
り
き
め

㎜
る
。

や

㎜
三
、
今
年
は
公
人
誘
晃
屋
根
の
ふ
き
か

え
　
　
と
し
て
は
ホ
　
　
ぽ
　
り
　

諮
、
一
看
手
、
塑
毒
の
か
審

・
え
早
瀬
檎
を
永
久
橘
に
す
る
こ
と

㎜
四
、
部
落
内
全
世
帯
主
の
選
挙
に
よ

一
る
。

三
、
稲
の
ほ
か
に
護
で
髪
互

8
5
栽
培
で
三
万
円
、
桐
で
二
万
円
㎜

魯碁で

い
差
．
　
…

　
咋
年
の
収
穫
は
約
四
直
キ
ロ
で
、
　
…

三
二
〇
キ
ロ
を
販
売
し
ま
し
（
㌔
　
　
｝

今
年
け
こ
の
二
割
増
く
ら
い
は
版
穫
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

で
き
る
と
見
て
い
ま
す
℃
ホ
テ
ル
さ
…

ん
か
饒
に
喬
も
み
て
い
ゑ

有
様
で
す
。
　
　
　
　
　
　
㎝

　
し
か
し
初
め
は
、
消
毘
馨
具
が
な
｝

い
こ
と
、
や
や
先
の
見
通
し
が
、
あ
…

懐
い
た
の
で
ず
い
ぶ
ん
迷
い
ま
し

五
、
役
場
屡
協
な
ど
の
小
用
の
多

す
ぎ
る
こ
と
が
第
一
、
仕
事
に
対
す

　
　
　
盈
糊
性
と
小
川
の
統
一
性

　
　
　
が
ほ
し
い
。

“
　
　
ふ
ハ
、
な
し

　
　
　
七
、
先
の
見
通
し
由
劉
肌
幽
を

　
　
　
も
っ
て
、
町
民
に
そ
の
進
路

　
　
　
と
希
望
を
、
も
た
せ
て
ほ
し

　
　
　
い
。

…
出
稼
が
多
く
で
適
任
者
が
な
い
“

農
家
負
担
を
少
な
く
し
て
垂
猛
翼

は
国
匿
負
担
に
す
る
事

一
、
嚢
嚢
毒

村
営
に
移
す
o
等
が
主
な
息
で
す
o

こ
異
蕎
肇
整
が
、
，
歪
度

の
農
林
行
政
の
最
つ
と
孟
犬
き
な
問

題
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
残
来
年

度
か
ら
は
・
新
し
い
制
度
で
堅
薬
が

行
わ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

贈
日
杢
早
文
農
家
の
方
々
に
、
喜

ば
れ
る
よ
う
な
制
度
に
な
る
よ
5
、

こ
れ
か
ら
、
皆
さ
ん
と
い
つ
し
よ
に

見
ま
も
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
十
　
　
　
　
÷

　
　
　
　
÷
　
　
　
　
亭

田麦立部落長

　本山一夫（52才）

う
に
し
た
ら
と
う
カ

六
、
入
り
ず
ら
い
と
思
一

つ
た
こ
と
は
な
い
。

七
、
ま
ず
道
路
整
堀

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

一
、
九
万
五
千
円

　　た
奮空：

犀　　　　×・
　　●　　o　　ロ茎×…

毒x

人

∞㎜難舞は

∞∞

　
こ
の
欄
に
臓
膝
琴
を
甲
心
に
、
商

工
な
ど
の
分
野
に
亘
つ
て
、
町
内
の

かく

れ
嚢
紹
介
し
た
い
と

思
毛
自
ら
の
経
営
や
労
力
に
汗
す

る
人
輿
め
研
究
ど
技
術
鴨
も
の
ご
と

の
精
華
と
は
そ
の
こ
と
を
い
5
の
だ

》
恩
㌔

　
こ
の
人
な
と
お
気
付
き
の
方
は

町
役
場
総
務
課
宛
、
お
知
ら
せ
下
さ

る
こ
薮
得
し
享
。

　
　
　
　
　
　
曾

　
　
　
　
　
　
　
q

に
笑
わ
れ
な
が
ら
曳
ど
，
や
身

に
つ
い
て
き
た
よ
5
で
す
。

にわとリ

自
諭
飼
料
を
¢
割
に

一
日
八
○
円
は
ほ
そ
い
が

斎
戸
高
橋
栄
一
盆
O
才
）

一
、
経
営
面
積
田
九
〇
ア
ー
ル

畑
二
〇
ア
ー
ル
　
牛
一
　
矯
五
五

一
二
、
今
年
の
稲
作
犠
高
で
＝
石
二

一
斗
販
売
は
四
五
俵
を
予
定
。

一
三
、
葎
の
ほ
か
箋
で
丙
万
、

護
腸
。
嚢
で
五
千
募

マ
均
蓄
6
％
顔
。

｝
％
髭
。
％

一一
三
、
特
に
な
い
が
道
路
の
補
修
不

一
定
地
の
復
旧
対
策
を
積
極
的
に
す
す

　
　
　
　
　
　
、
0

樋田部落長
　小酒井仁作（55才）

癬→躍円繋雛
　鷺　　　

め
て
ほ
し
し

四
、
各
班
代
表
に
ょ
る
縫
衡

委員A毛

部
落
簡
の
適
任

者
に
鉛
願
い
す
る

五
、
当
饗
洛
で
は
出
馨
．
㍗

多
い
た
め
で
あ
る
。

山
ハ
、
な
し

七
、
な
し

一
日
当
り
で
は
三
二
年
δ
二
円

≡
三
年
は
八
二
円
と
な
つ
て
い
ま
す

一
結
局
私
と
し
て
は
目
給
飼
判
の
割

㎜
合
裏
皇
舞
禽
。
％
ま

ハ
で
ヤ
　
き
よ
げ
る
こ
と
を
ぎ
え
て
お

う、

羅
劇
輔
を
こ
、
ま
搾

｝
全
げ
れ
ば
、
た
と
・
義
啓
に

ハ
な
つ
て
も
ち
ぼ
あ
お
え
る
こ
と

　縢、

き
。
善
淺
い
る
の
で
す
．

［
勿
皿
．
幽
い
も
を
Ψ
心
に
で
す
が
．
．
．
…

一
　
米
　
　
来
　
　
米

一16一


